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１.報告書引用図表  

図別２ 粒子線治療装置（加速器部分） 図別３ 粒子線治療装置（回転ガントリー） 

 

図別４ 血管造影装置 図別５ 病床(特床室) 

図別１ 播磨科学公園都市全体図 
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 ※(公財)医用原子力技術研究振興財団「2023 年度版 各粒子線施設における治療の登録患者数(年度別)を基に

兵庫県作成 

 

表別２ 全国の粒子線施設における治療の登録患者数割合(1994～2022) 

組織 登録患者数 割合

量子科学技術研究開発機構QST病院 15,024人 17%

兵庫県立粒子線医療センター 10,088人 12%

九州国際重粒子線がん治療センター 8,053人 9%

筑波大学附属病院陽子線治療センター 7,315人 8%

脳神経疾患研究所附属南東北がん陽子線治療センター 6,941人 8%

群馬大学医学部附属病院重粒子線医学センター 6,346人 7%

その他（19施設） 33,568人 38%

総計 87,335人 100.0%

表別１ 治療箇所別実患者数(2003.4～2024.3) 

 

頭頸部 肺がん 肝がん 膵 前立腺 骨軟部 その他 総数

陽子 392 353 1,042 747 3,211 274 869 6,888

重粒子 855 556 927 40 0 373 781 3,532

合計 1,247 909 1,969 787 3,211 647 1,650 10,420

（単位:人） 

図別６ 真空管写真 
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図別８ 粒子線治療施設分布(中部以西) 

図別７ 2028年度以降の稼働に向け、改修が必要な箇所の例 
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表別３ 粒子線治療施設の開設状況 

 

表別４ 患者数推移(全国) 

 

（単位:人） 

表別５ 患者数推移(県内) 

 

（単位:人・％） 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数

神戸 57 25% 27 16% 25 16% 23 13% ▲ 34

阪神南 33 15% 10 6% 1 1% 4 2% ▲ 29

阪神北 20 9% 15 9% 8 5% 5 3% ▲ 15

東播磨 26 12% 26 16% 19 12% 27 15% 1

北播磨 11 5% 16 10% 17 11% 14 8% 3

中播磨 33 15% 27 16% 35 22% 30 16% ▲ 3

西播磨 30 13% 34 21% 41 26% 64 35% 34

但馬 5 2% 6 4% 3 2% 9 5% 4

丹波 4 2% 4 2% 3 2% 2 1% ▲ 2

淡路 7 3% 0 0% 8 5% 6 3% ▲ 1

総計 226 100% 165 100% 160 100% 184 100% ▲ 42

エリア

2022(R4) 2023(R5) 2013→

2023増減九州国際開院

2013(H25)

大阪重粒子開院

2018(H30)

2013(H25) 2018(H30) 2019(H31) 2022(R4) 2023(R5)

九州国際
開院

大阪重粒子
開院

県内 226 165 158 160 184 ▲42

大阪 172 84 23 15 9 ▲163

その他近畿 83 66 17 14 12 ▲71

中国 96 59 57 74 74 ▲22

四国 42 48 35 38 36 ▲6

九州 65 8 6 1 4 ▲61

中部 42 25 14 8 7 ▲35

その他国内 15 6 3 3 4 ▲11

海外 4 8 7 1 2 ▲2

全体 745 469 320 314 332 ▲413

区分
2013→
2023増減
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図別９ 人口推計・がん有病者数推計 

 

表別６ 保険収載の状況 

 
適用年度 重粒子・陽子 症例 診療報酬額

重粒子 限局性骨軟部腫瘍

陽子 小児腫瘍

頭頸部悪性腫瘍

限局性及び局所進行性前立腺がん 1,600
陽子 限局性骨軟部腫瘍

肝細胞がん

肝内胆管がん

局所進行性膵がん

手術後に局所再発した大腸がん

重粒子 局所進行性子宮頸部腺がん

重粒子・陽子 早期肺がん

大型の局所進行性子宮頸部扁平上皮がん

婦人科領域悪性黒色腫

2016
(H28) 2,375

2018
(H30)

重粒子・陽子

2,375

2022
(R4)

重粒子・陽子

2024
(R6) 重粒子

（単位:千円/人） 
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2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

(R6) (R7) (R8) (R9) (R10)

92.29 158.46 158.46 158.46 158.46

効果額
小計 51.15 102.30 102.30 102.30 102.30

1
県立病院等の医師へ粒子線治療の有
効性について周知

効果額 27.90 55.80 55.80 55.80 55.80

効果額 23.25 46.50 46.50 46.50 46.50

効果額
小計 39.14 39.16 39.16 39.16 39.16

1 各種加算等の積極的な取得促進 効果額 14.69 14.69 14.69 14.69 14.69

2 個室利用の促進 効果額 24.24 24.24 24.24 24.24 24.24

3 検査項目の見直し等 効果額 0.21 0.23 0.23 0.23 0.23

効果額
小計 2.00 17.00 17.00 17.00 17.00

1 看護師の配置見直し 効果額 0.00 14.00 14.00 14.00 14.00

2 看護補助の配置見直し 効果額 2.00 3.00 3.00 3.00 3.00

一般県民等へ粒子線治療が身近な治
療方法となったことを広く周知

②医業収益の増加対策

効果額合計

(単位：百万円)

2

③医業費用の削減対策

区分

①患者数の増加対策

表別７ 経営改善効果額（全体版） 

 

表別８  全国の粒子線治療施設の登録患者数推移 
（2019.3時点で開設していた施設に限る） 

 

 

（単位：人） 

※医用原子力技術研究振興財団「各粒子線施設における治療の登録患者数（年度別）」及び各施設 HP をもとに兵庫県作成 

施設数
2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2018→
2023増減

①重粒子線治療登録患者数（全国） 6 2,985 3,737 3,729 3,852 4,904 5,046 2,061

②陽子線治療登録患者数（全国） 18 3,745 4,112 4,246 4,606 5,441 6,002 2,257

①+②粒子線治療登録患者数（全国） 24 6,730 7,849 7,975 8,458 10,510 11,190 4,460

(A)うち粒子線医療センター（重粒子線+陽子線） 469 320 257 243 314 332 ▲ 137

(B)うち神戸陽子線センター（陽子線） 133 194 228 239 247 261 128

(A)+(B)粒子線医療センター＋神戸陽子線センター 602 514 485 482 561 593 ▲ 9

区分
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図別 10 粒子線治療施設の設置主体 

 

図別 11 粒子線治療施設の運営方法 
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２ これまでの経営改善に向けた取組について 
 
ⅰ 収益増に向けた取組 

  粒子線医療センターでは、患者数の減少を踏まえ、2022（令和４）年度以降、医療機

関・一般向けの広報活動を強化している。一般向けの講演会や、施設見学会など積極的

に行っている。2024(令和 6)年 6 月にアクリエ姫路で開催した「あきらめないがん治療

講演会」では、県内外から 138 名の参加者があり、そのうち２名の方が粒子線医療セン

ターでの治療に繋がっている。 

  また、経営改善策の１つとして、2023（令和５）年７月から前立腺がん患者の入院受

入を開始した。 

    さらに、 他の県立病院から紹介される患者が、全体の 1 割程度に留まっている状況を

踏まえ、2024(令和６)年度から、粒子線医療センターの医師による各病院での粒子線治

療の説明会の開催や、従来からのがんセンターに加え、新たにはりま姫路総合医療セン

ターでのキャンサーボードに参加するなど、他の医療機関との連携を深めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ 費用削減に向けた取組 

  粒子線医療センターでは支出経費や治療装置の運用方法を見直し、2023（令和５）年

度実績（2019（平成 31）年度対比）で約 16 百万円の費用を削減した。 
 

 ①各種経費の削減 ＋７百万円/年改善 

  消耗品費、通信運搬費、旅費などの支出を見直し 

 ②放射線管理保守費用の削減 ＋７百万円/年改善 

  放射線管理のモニタリング方法を見直し 

 ③粒子線治療装置のフラットベース運転によるシンクロトロン電力使用量の低減化  

  ＋２百万円/年改善 

  粒子線治療を行っていない期間は低い電流量で待機するフラットベース運転を 2023 

(令和 5)年度から開始し、電力使用量を削減することで、約 2 百万円を削減した。 
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３．全国の粒子線治療施設一覧 

 
  

No 治療開始 核種 施設名 所在地
2024年度末治療の

登録患者数（人）

1 1994年6月 重粒子
国立大学法人　量子科学技術研究開発機構

放射線医学総合研究所病院
千葉県千葉市 15,911

2 2001年9月 陽子線
国立大学法人

筑波大学附属病院陽子線治療センター
茨城県つくば市 7,778

3 2003年4月 重粒子／陽子線 兵庫県立粒子線医療センター 兵庫県たつの市 10,420

4 2003年7月 陽子線 静岡県立静岡がんセンター 静岡県駿東郡 3,120

5 2004年1月 陽子線
国立研究開発法人

国立がん研究センター東病院
千葉県柏市 4,997

6 2008年10月 陽子線
一般財団法人　脳神経疾患研究所附属

南東北がん陽子線治療センター
福島県郡山市 7,505

7 2010年3月 重粒子
国立大学法人

群馬大学医学部附属病院重粒子線医学センター
群馬県前橋市 7,114

8 2011年1月 陽子線
一般財団法人メディポリス医学研究財団

メディポリス国際陽子線治療センター
鹿児島県指宿市 6,337

9 2011年3月 陽子線 福井県立病院陽子線がん治療センター 福井県福井市 2,093

10 2013年2月 陽子線
名古屋市立西部医療センター

名古屋陽子線治療センター
愛知県名古屋市 6,339

11 2013年8月 重粒子 九州国際重粒子線がん治療センター 佐賀県鳥栖市 9,316

12 2014年3月 陽子線
国立大学法人

北海道大学病院陽子線治療センター
北海道札幌市 1,015

13 2014年9月 陽子線
社会医療法人財団　慈泉会

相澤病院
長野県松本市 1,007

14 2015年12月 重粒子
地方独立行政法人　神奈川県立病院機構

神奈川県立がんセンター
神奈川県横浜市 3,606

15 2016年4月 陽子線
岡山大学・津山中央病院共同運用

がん陽子線治療センター
岡山県津山市 791

16 2017年2月 陽子線
社会利用法人禎心会

札幌禎心会病院陽子線治療センター
北海道札幌市 807

17 2017年9月 陽子線
医療法人　伯鳳会

大阪陽子線クリニック
大阪府大阪市 360

18 2017年12月 陽子線
兵庫県立粒子線医療センター附属

神戸陽子線センター
兵庫県神戸市 1,308

20 2018年9月 陽子線
社会医療法人　明陽会

成田記念陽子線センター
愛知県豊橋市 725

19 2018年10月 重粒子
公益財団法人　大阪国際がん治療財団

大阪重粒子線センター
大阪府大阪市 4,198

21 2018年10月 陽子線
高清会　高井病院

高清会陽子線治療センター
奈良県天理市 530

22 2018年11月 陽子線
社会医療法人孝仁会記念病院

札幌高機能放射線治療センター
北海道札幌市 314

23 2019年4月 陽子線
京都府立医科大学

永守記念最先端がん治療研究センター
京都府京都市 1,235

24 2021年2月 重粒子
国立大学法人

山形大学医学部附属病院
山形県山形市 1,360

25 2022年1月 陽子線 湘南鎌倉総合病院先端医療センター陽子線治療室 神奈川県鎌倉市 307

26 2024年3月 陽子線 中部国際医療センター　陽子線がん治療センター 岐阜県美濃加茂市 -

出典：　　公益財団法人　医用原子力技術研究振興財団及び各病院ホームページ
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４．治療継続に必要な投資と経営への影響の検証 
※本試算は、2024 年の物価等に基づき、兵庫県病院局が独自に調査、積算したものである。 
 

（１）大規模補修 
   

 投資額 

今後 10 年間の安定稼働に必要な改修をすべて行った場合、投資額は約 156 億円と試

算した。 

製造中止となっている真空管部分を半導体へ交換する工事や機器の調整・審査等で約

15 ヶ月の治療停止期間が発生する。 
 

 投資後経常損益見込 

人件費の高騰による保守費用の増加や、新たな投資により減価償却費が増加するた

め、380 人の患者数で試算すると経常損益は、2023(令和 5))年度決算比で約 5.8 億円悪

化する。 

 
 

（２）現地設備入替 
  

投資額 

建屋を補修して使用し、治療装置は新規の設備に入れ替えた場合、投資額は約 220 億

円と試算した。 

設備の入替えに係る工事や機器の審査等で、約 25 カ月の治療停止期間が発生する。 
 

 投資後経常損益見込 

  新規治療装置への入替に伴い、保守・修繕費は減少するが、新たな投資により減価償

却費が増加するため、380 名の患者数で試算すると経常損益は 2023（令和 5)年度決算比

で約 6.8 億円悪化する。 
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（３）移転 
   

投資額 

他敷地に移転し、建屋や設備を新設した場合、投資額は約 240 億円と試算した。 

※用地取得費は含まず。 
  

 投資後経常損益見込 

施設の規模を見直して新設した場合でも、約 240 億円の経費が必要となる。 

また、現行施設の集患目標である 380 人の患者数で試算すると、経常損益は 2023（令

和 5)年度決算比で約 9.8 億円悪化する。 

利便性の高い立地等への移転等で 1,100 人程度の集患が可能であれば収支均衡が見込

めるが、集患の可否は不透明である。 

 

 

 

 

 


